
活動団体名：北九州環境ビジネス推進会（KICS)

活動地域 ：北九州市及び周辺市町村
活動テーマ：

「明日の北九州の環境産業ビジョンを描く」

令和2年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料





地域の現状と課題

地域の現状 課 題
◎世界から注目された北九州
エコタウン

・整備が始まって20年以上が
経過し、各リサイクル企業は
事業の高度化に向けて個別に
取り組んできた

・リニア経済からリサイクル
経済への展開

◎北九州が持つ資源
①エコタウン立地企業を中心と
した市内の循環産業

②周辺地域の農業(自然循環)や関
連循環産業(社会循環)との連携

③産官学の連携、市民との連携

①域外へのエネルギー代金の支払
額が地域総生産額の約2割、エ
ネルギーの地産地消への取組

②優位性の高い産業である廃棄物
処理業やリサイクル産業の基盤
を活かした循環市場の整備

③第２次産業や第３次産業の著し
い伸びを維持しながら、更なる
地域の産業の稼ぐ力(労働生産
力)の増強

④市内のロボット産業との連携や、
動脈を中心とした産業との関連
性を高め、北九州エコタウンを
次世代型に押し上げる



地域のありたい未来の実現のために

１．サーキュラーエコノミー(循環経済)をめぐる国内外の動向調査の実施
⇒郡嶌先生、IGES

２．北九州市の環境産業政策、エコタウン事業20年間を振り返り共有会を開催
⇒垣迫先生、NPR鹿子木様、末吉元市長

３．北九州の環境産業の現状と事例（研究会での事例発表）
⇒(プラスチックリサイクル)西日本家電、 (エコ建材)エコウッド、

(ケミカルリサイクル)日本環境設計、(バイオマス)ウエルクリエイト、
(新技術開発)新菱、(地域エネルギー)北九州市環境局

４.北九州の環境経済ビジョンの策定と具体的事業のひな形作成
４-1.北九州環境経済ビジョンのイメージ(バタフライダイヤグラム)
⇒①社会循環 ②自然循環 ③エネルギー循環
④市民参画 ⑤SDGS政策 ⑥ESG投資

４-2.ビジョン実現のために実施すべき個別事業



今後の取組予定

 北九州エコタウン事業の振り返り
 サーキュラーエコノミーをめぐる国内外
の動向?

 地域循環共生圏情報共有
 北九州の環境産業の目指す姿(ビジョン)

検討会の開催

地域のコンセプトを描く！

 北九州市の環境産業政策 ⇒北九州市
 廃プラ問題 ⇒三菱ケミカル
 ESD ⇒北九州ESD協議会
 SDGS未来都市 ⇒北九州市
 ESG投資 ⇒金融機関
 AI.IOT ⇒北九州市立大学、NTT
 市内既存環境産業拠点

話を聞きに行く！

 自然循環意見交換
⇒事例：ｳｪﾙｸﾘｴｲﾄ,ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ北九州

 社会循環意見交換
⇒事例：日本環境設計,西日本家電,ｴｺｳｯﾄﾞ

西日本ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
 エネルギーの地産地消意見交換
⇒事例：北九州市、ひびきｳｨﾝﾄﾞｴﾅｼﾞｰ

 新技術開発⇒事例：北九州ﾊﾟﾜｰ
 市民参加
 ビジョン策定

事業のストーリーを語る！

2020年10月 エコテクノ2020 ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定
中間まとめ・中間報告会開催

2020年12月 九州地域循環共生圏ビジョン
原稿取りまとめ

2021年 2月 ビジョン報告会開催
事業化計画策定
ステークホルダー取りまとめ

2021年4月～ﾋﾞｼﾞｮﾝに基づく事業化の具体的検討

地域の目標を立てる！
目標：「北九州循環経済ビジョンの策定」





こんなことを助けて欲しい！

 2020年10月 エコテクノ2020における中間発表の共同開催
地域循環共生圏セミナー・プラットフォーム連絡会

 2021年 2月 「明日の北九州の環境産業ビジョン」報告会
KICS、北九州市との共同開催
第2回意見交換会

〈要望事項〉

①個々の事業における国の政策との連携

②地域循環共生圏という観点からの事業の軌道修正

③KICSの事業の全国的なアピール
④他地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業団体との
情報交換


